バラ・マーケットの挑戦 by 奥村 みさ
はじめに
ロンドンには数多くの市場 (Market) がある｡ 現在､ London Market Guide には 39
ものマーケットが掲載されている (Kershman, 2008)｡ そのうち､ バラ・マーケット
(Borough Market) は現存する最古のマーケットである｡ ロンドンの中心部であるセン
ト・ポール大聖堂のテムズ川対岸サザーク (Southwark) 地区に位置し､ ロンドン橋





魚市場として賑わったビリングスゲイト・マーケット (Bilingsgate Market) はテムズ
川下流のドッグランドのほうへ移転してしまった｡ 映画 『マイ・フェア・レディ』 の舞
台となったコベント・ガーデン (Covent Garden) の青果市場はテムズ川南岸の西ラン
ベスへ｡ 現在は､ 観光客を対象とした土産物屋やレストランが並び､ 大道芸を見せる場






後､ バラ・マーケットが 1980 年代以降､ ロンドンの都市再開発と食生活の変化を反映
する形で再活性化を遂げた現状について考察する｡ その際には 2010 年度在外研究でロ
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あったと考える｡
第一に､ その立地の利便性である｡ 18 世紀までロンドン側からテムズ川にかかる橋
はロンドン橋だけであった｡ 1750 年ウェストミンスター橋がかかるまで､ ロンドンと
その物流の後背地である南部イングランド､ ひいてはヨーロッパ大陸 (以下､ ｢大陸｣
と略す) とを結ぶ唯一の交通の要所であった｡ そのロンドン橋のたもと､ 南詰という立
地条件がバラ・マーケットを誕生させ､ かつ現在まで生き延びさせたのである｡
第二に､ バラ・マーケットの自治会の自治への強固な意志と政治力である｡ 1295 年､
イングランドではロンドン市以外ではサザーク地区だけが唯一､ 国会に 2名の議員を送っ




1209 年に石橋となったロンドン橋はその後 33 年かけて築かれた｡ 中世にはマーケッ
トは､ ロンドン橋の上で営業していた｡ ｢上で｣ というのは､ この橋は単なる通路では
なく､ 巨大な建造物のようであったからである｡ というのも橋の上に人家や店が連なり､
なんと礼拝堂まであったという｡ そこで穀類､ 魚､ 野菜や家畜など食料全般を扱ってい
たのである｡ それは当然､ 慢性的に渋滞している橋の通行をさらに妨げることになり､
ロング・サザークのハイ・ストリート北端に移転することとなる｡
15 世紀になるとエドワード 3 世はこのマーケットの所有権を市に移し､ 週 3 回だけ
この場所で市を立てることを許可した｡ ここにギルドが形成される｡ 扱う生産物もギル
ドよって販売地域が決められた｡ 橋に近い順に羊肉や鹿肉､ ベーコンを扱う店､ 魚､ パ
ン屋､ 八百屋､ そして一番離れたところに精肉業者 (生きた家畜も扱っていたので) の
順であった｡




くのが名物になっていた｡ これらの呼び売りは“London Cries”または“Street Cries”




暴力沙汰が増えたため 1762 年には禁止されてしまった｡ さらに 1755 年､ 議会によって
マーケット自体が廃止に追い込まれた｡ あまりの市場の賑わいが交通渋滞をさらに悪化
させ､ 馬車同士や荷車同士が衝突したりして､ 死者まででたからである｡
しかし､ サザークの自治会は 6,000 ポンドもの募金を集めて橋のたもとの三角地を買
い取り､ その場所でマーケットを再開させた｡ その後､ この場所で現在に至るまでバラ・
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マーケットは営業を続けている｡ 2005 年には 250 周年記念祭が盛大に催された｡
産業革命期になって都市人口が急増すると､ マーケットはいよいよ活況を呈するよう
になる｡ 1870 年にはクリスタル・パレス1)のようなガラスとアイロン・レース (装飾的
な鉄骨) で美しい屋根が建設された｡ そして､ その上をサウス・イースタン鉄道







の問題が深刻になる｡ また､ 鉄道路線拡大のため､ クリスタル・パレスのようだった屋
根も取り壊されることになってしまった｡ その頃になるとテムズ川には複数の橋がかか
り､ ロンドン橋の交通渋滞が緩和されるのに伴い､ バラ・マーケットもかつてほどの活
況を失っていく｡ だが､ マーケットは 20 世紀を通じても自治会によって運営・維持し
続けてきた｡










しかし､ 16 世紀になり､ 清教徒革命､ 名誉革命がおこると質素な生活が提唱され､
1517 年に贅沢禁止法などによって､ マーケットは衰退する｡
次にマーケットが息を吹き返すのは産業革命期である｡ 産業革命は経済発展のみでな
く､ 都市化と生活の商業化をもたらした｡ 17 世紀にはイギリス人の 4 分の 3 が農村に
住んでいたのに､ たった 100 年で逆転する｡ 18 世紀には人口の 4 分の 3 が都市に住む















が推奨された｡ 配給制は不評だったが､ 興味深いことに家庭菜園は､ むしろガーデニン
グ好きのイギリス人に広く受け入れられ､ 現在でも引き続き多くの家庭で自家性野菜が
栽培されることとなった｡ 特筆すべきは､ この当時の健康的な食生活への啓蒙運動と家
庭菜園の普及､ この二つの傾向が､ ｢オーガニック・フード先進国｣ といわれるまでに
なった､ 現在のイギリス食文化の素地となったことである｡
1960 年代には､ 戦後の移民労働者の急増によりエスニック料理が広まり､ スーパー
マーケットの普及で冷凍食品の需要が急増した｡ 1971 年から 93 年の間にイギリスにお
ける冷凍食品の消費量は 4倍となり､ 現在でもアメリカ人の 2倍は消費しているという
(川北､ 2006：265)｡
だが､ 川北によれば､ 近年におけるイギリスの食生活を激変させたのは､ 1973 年の
EC 加入であったという (川北､ 2006：13)｡ もともと帝国主義時代から､ すでにイン
ド料理や中華料理､ そしてクレオール系のエスニック料理は植民地からの移民によって













近年の転換期は､ やはり 1990 年代の狂牛病の発生であろう｡ その後､ 牛肉のトレー
サビリティから始まり､ 食の安全､ 健康な食生活が注目されるようになってきた｡ とい
うのも､ イギリスは先進国の中でもっとも肥満率が高い､ という不名誉な事態を受け､




国｣ と呼ばれるまでになった｡ 2010 年には人気料理研究家ジェイミー・オリバー









する方向を逃れて人々が風上へ住居を移動していった､ という｡ たとえば､ 江戸も東京
湾から新宿副都心方面､ ひいては中央線沿線へと｡ パリも右回りのカタツムリ状ではあ
るが､ 西の方向へ発達している｡
ロンドンもその例外ではない｡ テムズ川べりにロンディニウム (Londinium) とロー
マ人が命名した町が誕生したときから､ ロンドンは同心円を描きながらもやや西方へ拡
大していった｡ 現在の大ロンドン (Greater London) 市は実は二つの大司教区から構成
されている｡ いわゆる現在東側に位置する ｢シティ｣ は正確には City of London と呼
ばれセント・ポール大聖堂の司教区であり､ 最も早期に開発された地域である｡ その他
の地域､ つまり西側の地域はウェストミンスター寺院が管轄する City of Westminster
というのが正式名称であるが､ その地域は時代が経るにしたがって西へ､ ケンジントン､




が問題になっていく｡ ロンドンも人口の ｢三日月現象｣ (日本でいうところの ｢ドーナッ























伝統的な食文化を守ることに ｢投票｣ することになる､ という (Freeman,
2006：17)｡




くなり､ また観光客相手のサンドイッチなどを売る屋台 (stall) も増加する｡
イギリス国内でスローフード運動が拡大している現在､“British Product”､“Produced
in Britain”と地産地消を掲げるマーケットも多い｡ ただともすれば､ このようなマー
ケットは閉鎖的であったり､ 政治的に極端な愛国主義の発露の場と転じた場合も少なく
はない｡ バラ・マーケットは伝統的にロンドンの南の窓口として､ 積極的に ｢南方｣ の
業者の参入も奨励している柔軟性とコスモポリタニズムも特筆すべきであり､ これが観
光客を引き付ける要因のひとつでもある｡
現在は､ 毎週､ 水・木・金・土曜日の 4日間のみ開かれており､ 専門卸売業者から個
人までの地元客､ そして観光客まで数多くの人々で賑わっている｡ エドワード 3世時代
の習慣であった週 3日の営業を､ さらに 1日伸ばし､ 復活させたものである｡
取り扱われる商品は､ 野菜・肉・魚といった生鮮食品の他に､ パン､ チーズ､ ハムや
ソーセージ・ベーコン､ オリーブオイルや香辛料､ ジャム・ピクルスなどの保存食や加
工品､ オーガニックのジュースやワインなどの多種多様な食料・飲料品である｡ ストー
ル (屋台) で自家製品を直売する業者が多い｡ また､ 生ガキや､ ドイツ風ソーセージの
グリル焼き､ イノシシ肉を焼いてグレービーをかけたサンドイッチから､ クスクス､ ピ
ザ､ そしてケーキやクッキーなどを扱う屋台も多いため､ 昼時には多くの観光客でにぎ
わう｡






プル・デー (Apple Day) はその典型的な催しである｡ 毎年 10 月 3 日曜日に開催され
る秋の収穫祭自体は歴史が古く､ イギリスにリンゴが入ってきてからリンゴが秋祭りの
象徴として扱われてきた｡ しかし､ ロンドンのマーケットのイベントとして､ ｢アップ
ル・デー｣ を始めたのは､ 1990 年代のコベント・ガーデンであったという｡ その時は
国内の行事であったものが､ 多くの外国人業者も参加しているのが､ バラ・マーケット
の特徴である｡ バラ・マーケットではこのイベントを ｢食べ物､ 飲み物､ ライブ・パフォー
マンスとイングランドの民族芸能の祭典｣ と位置付けている｡
以下に､ 筆者が調査した 2010 年と 11 年 10 月のアップル・デーの様子を簡単に記す｡
a. イギリスで収穫される各種リンゴの育て方や違いなどをポスターで説明したり､
その種類別の料理方法を実演しながら､ 試食も行っていた｡
b. 秋の伝統的な収穫祭の再現｡ Apple bobbing (金盥にリンゴを浮かべて子供がそれ
をかじる｡ 元来ハロウィーンの遊び)､ Apple pealing (リンゴ剥き競争) といった
観客参加型のイベントから､ 劇団 The Lion's Part による収穫祭の寸劇の上演､ そ
してGreenman と呼ばれる森の精も登場し､ 子供たちに人気であった｡ また子供




Autumn 秋に寄せて｣ の一節､“. . . Or by a cider-press with patient look, Thou






















たとえば､ 第 1に､ スローフードの提唱である｡ これは好景気の時には良いが､ 果たし
て経済が不況に低迷しているとき､ 割高な有機栽培の野菜や小規模農家の育てた高品質
の牛肉や手作りのジャムが､ 大量生産のスーパーマーケットと比較して競争力を維持で









つも､ バラ・マーケットに地元のリピート客が来るよう､ 最近は SNS を使った月替わ
りのイベント紹介や､ 食材を使った料理のレシピを公開して買い物だけではなく､ 食の
テーマパークとして足を運んでもらえるよう､ 工夫を凝らしている｡












第 3に､ これは新しい問題だが､ 観光客の問題がある｡ 有名になるのは良いが､ ロン
























1 ) 1851 年､ ハイド・パークに建築された第一回ロンドン万国博覧会会場｡ 巨大なガラスと鉄
骨の建造物で話題にとなった｡ 日本語では ｢水晶宮｣ と訳される｡
2 ) 1980 年代はインナー・シティで貧困層の若者たちによる反政府デモから暴動が多発した｡
その中でも､ ブリクストンでは警官による非行少年の逮捕がきっかけで 1981 年と 85 年に
大規模な暴動が発生し､ 多数の死傷者がでた｡
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◎ 本論の調査には 2011 年度中京大学特定研究助成を受けた｡
国際英語学部紀要 第 16 号
54
